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「鎌ケ谷市環境美化対策推進協議会」令和６年度第２回会議 会議録 

 

 

１  開催日時  

令和６年７月１１日（木） 午後１時３０分～午後２時２０分 

 

２  会場 

鎌ケ谷市役所 本庁舎 ６階 第１委員会室 

      

３  出席者 

（１） 環境美化対策推進協議会会議委員（１０名） 

髙野武委員、片平房子委員、千葉賴孝委員、上野磯次郎委員、 

川田由美子委員、佐々木和則委員、皆川洋子委員、 

安東羑紀子委員、小池義明委員、飯野正昭委員 

   

（２） 事務局（４名） 

髙野クリーン推進課長、神道係長、佐々木係長、前田主任主事 

 

４ 傍聴者 

なし 

 

５ 会議 

（１） 会議録署名人の選出 

名簿登載順にて、千葉賴孝委員、川田由美子委員を選出した。 

  

 （２） 協議会委員の紹介 

    社会奉仕団体の鎌ケ谷青年会議所より三須孝之委員の推薦があった。 

    三須委員の任期は、令和６年５月２３日から令和８年４月１３日まで 

となる。 

 

（３） 議題 

ア 令和６年度「ごみの散乱のない快適なまちづくりキャンペーン」 

について 

  （事務局が資料を基に説明） 
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会 長：リサイクルフェアにおいてキャンペーンを実施することは 

初めてなのか。 

事務局：少なくとも近年では、実施したことはない。 

これまでは、新鎌ケ谷駅及び東武鎌ケ谷駅において、帰宅 

時間の１８時頃からキャンペーンを実施し、啓発物を配布 

していたが、市指定のごみ袋については、市外で使えない 

方もいるため、市民を判別することが困難であった。 

    これまで同じように実施してきたが、より良い効果を出せ 

る機会で配布できないかと考え、市民が多く集まる産業フ 

ェスティバルでの配布を提案したい。 

また、委員の方に協力していただく機会が多く、負担も考 

慮し、産業フェスティバルにおいて、リサイクルフェアと 

キャンペーンを集約して２つの事業を行い、今回の効果を 

検証し、今後の実施における参考としたい。 

委 員：駅では市民の区別が難しかったため、良い案だと思う。 

委 員：リサイクルフェアではどのタイミングで配布するのか。 

事務局：配布の詳細については、今後検討を予定しているが、傘を 

購入した方へ会計後に配ること、在庫がある場合は、周囲 

で見ている方へ配ること等を考えている。 

委 員：リサイクルフェアは９月の開催になったのか。 

事務局：会場の市民体育館が１０月１日から大規模改修を行うこと 

になり、今年の産業フェスティバルの開催が１か月前倒し 

となった。 

    工期は約１年半を予定しており、来年度において、産業フ 

ェスティバルが開催されない場合は、委員の方のご意見を 

いただき、リサイクルフェア開催の可否を決定したい。 

委 員：９月２９日は、市の防災訓練があるため、参加できない。 

    （他数名 同意見） 

事務局：市の防災訓練があることは、想定していなかった。 

    市の防災訓練には、職員も従事することになるため、リサ 

イクルフェアの実施については、情報収集の上、あらため 
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て検討することとして、次回の会議で伝えたい。 

委 員：委員の皆様は、市を代表する会の方々であるため、イベン 

ト等があると、所属する会の役割もあり、一同が集まって 

実施するのは難しいのではないか。 

    今回はこれまで通りとして、無理にリサイクルフェアでキ 

ャンペーンを行わなくても良いのではないか。 

事務局：実施方法については、見送りも視野に入れて、あらためて 

総合的に検討していきたい。 

委 員：キャンペーンの啓発物は、作成しておくのか。 

事務局：啓発物の作成は、実施する予定である。 

 

イ 令和６年度「リサイクルフェア」について 

  （事務局が資料を基に説明） 

会 長：混雑緩和のため、リサイクル傘の販売を整理券方式にして 

いたが、最後の方に整理券を貰った人は、時間になっても 

ブースへ来ないことが多く、傘があり余ってしまう。 

それに対して、後から来場して整理券を持っていない人は 

購入ができないため、後半の３０分を整理券が無くても購 

入できるようにすることは良い案だと思う。 

委 員：来客が多かったら時間延長も考えられるのか。 

事務局：臨機応変に対応していきたい。 

この方法で実施してみて、反省点を見出していくことで、

改善していきたいと考える。 

ただ、市の防災訓練と日程が重なっていることで、産業フ 

ェスティバルにおいて、リサイクルフェアを実施できなか 

った場合は、集客力の関係もあり、リサイクルフェア単体 

での実施は、現実的ではないと思われる。 

やむを得ず中止として、来年度以降に備える可能性もある 

と考えている。 

正式な結論については、次回の会議にて決定したいと思う。 

委 員：（異議なし） 
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（４） 報告 

令和６年度ごみゼロ運動の実施結果について 

（事務局が資料を基に説明） 

会 長：何かご意見等はあるか。 

委 員：（特になし） 

会 長：自連協の会議で市から報告があり、対象外品目が数多く出 

ていたことから、各自治会へ通知していただいた。 

    普段から街を綺麗にしているため、以前ほど出なくなって 

きていると思う。 

 

（５） その他 

    パッカー車実演の提案について 

（事務局が資料を基に説明） 

事務局：１０月１２日（土）の市民まつりにおいて、市役所敷地内 

で一般廃棄物処理業者によるパッカー車の実演を行いたい 

と考えており、クリーン推進課の方で準備等を進める予定 

である。 

    ごみの収集は、過酷な労働であり、なり手が不足してきて 

いる。集客力のある市民まつりにおいて、考えるきっかけ 

を作り、協議会の１事業として位置付けたいと考えている。 

会 長：興味を持ってもらえると思う。 

委 員：普段パッカー車を見る機会もないと思う。 

事務局：クリーンセンターしらさぎの社会科見学は継続して行われ 

ているが、人が苦労して収集・運搬するところも見ていた 

だきたい。 

委 員：場所は決まっているのか。 

事務局：市民活動推進課に話は伝えており、市役所裏手の方で調整 

している。 

委 員：一度やってみて良ければ、今後は目立つ場所で行えると良 

いと思う。 

事務局：収集業者とも調整段階であり、情報発信できるように準備 

を進めているところであるため、意見等があれば投げかけ 

ていただきたい。 
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そのほかに特に質疑等なく閉会 

 

 

 

会議録署名人の署名 

 

以上、会議の経過を記載し、相違ないことを証するために次に署名する。 

 

令和６年７月２４日 

 

氏名  千葉 賴孝 

 

氏名  川田 由美子 


